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図
表
１
は
、
学
校
を
卒
業
後
、
初
め

て
の
正
社
員
勤
務
先
を
離
職
し
た
理
由

を
男
女
別
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
労
働
時
間
・
休

日
・
休
暇
の
条
件
が
よ
く
な
か
っ
た
た

め
」「
賃
金
の
条
件
が
よ
く
な
か
っ
た

た
め
」「
肉
体
的
・
精
神
的
に
健
康
を

損
ね
た
た
め
」「
人
間
関
係
が
よ
く
な

か
っ
た
た
め
」
と
い
う
理
由
が
男
女
と

も
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
男
女
で
差
が
出
て
い
る
項
目

も
見
ら
れ
、
男
性
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
す
る
た
め
」、
女
性
で
は
「
結
婚
・

出
産
の
た
め
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
的
で
す
。

早
期
離
職
者
に
特
徴
的
に

見
ら
れ
る
離
職
理
由

　

一
般
的
な
離
職
理
由
は
前
述
の
と
お

り
で
す
が
、
こ
の
調
査
結
果
を
さ
ら
に

詳
細
に
分
析
し
、
勤
続
期
間
別
で
そ
の

理
由
の
違
い
を
捉
え
る
と
、
ま
た
別
の

状
況
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

勤
続
３
年
以
内
の
離
職
者
の
離
職
理

由
を
、
そ
れ
以
上
の
期
間
勤
続
し
て
か

ら
の
離
職
者
と
比
較
し
て
み
る
と
、
図

表
２
の
４
点
の
ス
コ
ア
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

若
手
社
員
の
早
期
離
職
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
、
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
彼
ら
が
安

大 津 章 敬

中小企業では、新卒社員の２人に１人が３年以内
に離職しているのが実態です。そこで第１回は、
その原因と、まず進めたいリアリティ・ギャップ
対策について解説します。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
時
的
に
落

ち
込
ん
だ
雇
用
も
、
す
で
に
回
復
傾
向

が
見
ら
れ
、
多
く
の
企
業
で
は
人
手
不

足
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
２
０
２
１
年

10
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
43
・
８
％
の

企
業
で
正
社
員
が
不
足
し
て
い
る
と
回

答
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
前
で
あ
る
２
年

前
の
水
準
（
50
・
１
％
）
に
近
付
き
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
労
働

力
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
む
わ
が
国

の
状
況
を
前
提
と
す
れ
ば
、
今
後
、
人

材
の
安
定
的
な
採
用
と
育
成
、
そ
し
て

定
着
は
企
業
経
営
に
お
け
る
最
大
の
課

題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
確
実
で
す
。

中
小
企
業
の
新
卒
社
員
の

半
数
が
入
社
３
年
以
内
に
離
職

　

多
く
の
経
営
者
や
人
事
担
当
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
新
卒
で
採
用
し
た
社
員

が
定
着
し
な
い
と
い
う
悩
み
を
耳
に
し

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
新

規
学
卒
就
職
者
の
就
職
後
３
年
以
内
の

離
職
率
は
、
高
卒
で
36
・
９
％
、
大
卒

で
31
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
を
事
業
所
の
従
業
員

規
模
別
で
み
る
と
小
規
模
事
業
所
の
離

職
率
は
高
く
、
５
～
29
人
の
規
模
で

は
、
高
卒
の
52
・
８
％
、
大
卒
の
49
・

４
％
、
つ
ま
り
ほ
ぼ
２
人
に
１
人
が
３

年
以
内
に
離
職
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

の
増
加
に
よ
り
、
転
職
が
身
近
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
早

期
退
職
の
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
、
採
用
力
の
強
化
以
上
に
、
社
員
の

リ
テ
ン
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
人
材

の
定
着
化
）
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
の
正
社
員
勤
務
先
を

離
職
し
た
理
由

　

若
手
社
員
の
早
期
離
職
の
防
止
を
検

討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
原
因
を

分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
独
立
行
政
法

人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
「
第

２
回
若
年
者
の
能
力
開
発
と
職
場
へ
の

定
着
に
関
す
る
調
査
（
２
０
１
９
年
３

月
）」
の
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
、
若

手
社
員
の
早
期
離
職
の
原
因
を
探
っ
て

い
き
ま
す
。

若手社員の早期離職
の原因とリアリティ・
ギャップの防止

社会保険労務士法人名南経営
代表社員・社会保険労務士

第１回　若手社員の早期離職の原因とリアリティ・ギャップの防止
第２回　高まるワークライフバランスの意識とその対応
第３回　インターシップ・選考活動を通じた早期離職の防止策
第４回　入社当初に徹底したい社会人・企業人としての働く意識の醸成
第５回　メンター・面談などの取組みを通じたエンゲージメントの向上
第６回　成果発揮・承認の好循環を回す人事評価制度

若手社
き

が員
働
会

続け く
く社 つ

る
る ！ 新連載

た な
を
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心
し
て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

入
社
前
の
情
報
・
期
待
と

現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
防
止
す
る

　

こ
う
し
た
課
題
の
な
か
で
、
ま
ず
対

応
し
た
い
の
が
リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ

内
容
や
処
遇
な
ど
を
十
分
に
説
明
し
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
小
さ
く
し
て
お
く
こ

と
が
ま
ず
は
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

採
用
活
動
の
ゴ
ー
ル
は
内
定
者
の
確

保
で
は
な
く
、
優
秀
な
人
材
の
定
着

　

１
９
９
２
年
度
に
は
２
０
５
万
人
で

あ
っ
た
18
歳
人
口
は
、
少
子
化
に
よ
り

２
０
２
１
年
度
に
は
１
１
５
万
人
に
ま

で
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
減

少
を
続
け
ま
す
。

　

一
方
で
、
企
業
の
採
用
意
欲
の
高
ま

り
か
ら
、
採
用
活
動
は
新
卒
・
中
途
と

も
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
人
事
担
当

者
は
採
用
人
数
の
確
保
の
た
め
に
自
社

の
よ
い
面
を
過
剰
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
結
果
的
に
リ
ア
リ

テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
早
期
離

職
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
本
末

転
倒
で
す
。
採
用
活
動
の
真
の
ゴ
ー
ル

は
優
秀
な
社
員
が
定
着
し
、
組
織
力
が

向
上
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

若
手
社
員
の
早
期
離
職
を
防
止
す
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
機

会
を
通
じ
、
企
業
と
学
生
の
相
互
理
解

を
進
め
、
過
剰
な
期
待
を
煽
る
こ
と
な

く
、
冷
静
に
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考

え
ら
れ
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ク
の
軽
減
。
つ
ま
り
、
入
社
前
の
情
報

や
期
待
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

で
す
。

　

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が
２
０
１
９

年
２
月
に
実
施
し
た
「
就
職
活
動
と
入

社
後
の
実
態
に
関
す
る
定
量
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
入
社
３
年
以
内
の
正
社
員
の

76
・
６
％
が
な
ん
ら
か
の
リ
ア
リ
テ

ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て

お
り
、
な
か
で
も
「
給
料
・
報
酬
の
高

さ
」「
昇
進
昇
格
の
ス
ピ
ー
ド
」
に
つ

い
て
入
社
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
っ
た
割
合
が
高
い
で
す
。
ま
た
、

「
仕
事
か
ら
得
ら
れ
る
達
成
感
」「
仕
事

で
与
え
ら
れ
る
裁
量
の
程
度
」「
仕
事

の
や
り
が
い
」
な
ど
の
仕
事
内
容
に
つ

い
て
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
若
手

社
員
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
感

じ
た
項
目
が
多
い
者
ほ
ど
、
少
な

い
者
と
比
較
し
、「
成
長
実
感
が

な
い
」「
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
な
い
」

「
３
年
以
内
の
離
職
」
と
い
う
点

で
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
入
社
前
に
入
社
後
の
仕
事
の

お
お
つ
　
あ
き
の
り
　
人
事
制
度
・
就
業
規
則
な
ど
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
整
備
が
専
門
。『
中

小
企
業
の「
人
事
評
価
・
賃
金
制
度
」つ
く
り
方
・
見
直
し
方
』な
ど
18
冊
の
著
書
が
あ
る
。

⃝ �自分がやりたい仕事とは異なる内容だっ
たため

⃝仕事が上手くできず自信を失ったため

⃝人間関係がよくなかったため

⃝肉体的・精神的に健康を損ねたため

出典：�独立行政法人労働政策研究・研修機構「第２回若年者の能力開発と職場への定着に関する調査」
図表２も同じ

図表１    「 初めての正社員勤務先」を離職した理由

図表２    勤続３年以内の離職者に多い退職理由
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労働時間・休日・休暇の条件がよくなかったため

賃金の条件がよくなかったため

キャリアアップするため

肉体的・精神的に健康を損ねたため

人間関係がよくなかったため

会社に将来性がないため

自分がやりたい仕事とは異なる内容だったため

仕事が上手くできず自信を失ったため

希望する条件により合った仕事が他に見つかったため

ノルマや責任が重すぎたため

倒産、整理解雇又は希望退職に応じたため

通勤困難であるため

結婚・出産のため

介護・看護のため

その他男性離職者（N＝1,078）
女性離職者（N＝1,481）
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学校で学んだことや、自分の技能・能力が
活かせられなかったため


